
45

特　集
　
老
後
資
金
の
他
に
も
、
お
金
が
必
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
・
金
額
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

個
々
の
多
様
な
生
き
方
に
あ
わ
せ
て
お

金
の
計
画
や
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
で

必
要
と
な
る
資
産
確
保
の
た
め
に
安
定

的
な
資
産
形
成
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

「
長
期
」「
積
立
」「
分
散
」の
３
つ
で
す
。

【
長
期
投
資
】

　
長
い
期
間
投
資
を
続
け
る
と
、
複
利

効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
積
立
投
資
】

　
積
立
投
資
で
購
入
単
価
を
平
準
化
し

ま
す
。
つ
ま
り
「
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ

た
金
額
」
を
「
続
け
て
」
投
資
す
る
こ

と
で
安
い
時
に
買
わ
な
か
っ
た
り
、
高

い
と
き
に
だ
け
買
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

防
げ
ま
す
。

【
分
散
投
資
】

　
１
つ
の
資
産
だ
け
に
投
資
す
る
よ
り
、

値
動
き
が
異
な
る
複
数
の
資
産
（
国
内

／
海
外
、
株
式
／
債
券
／
不
動
産
等
）

に
分
散
し
て
投
資
を
行
う
こ
と
で
価
格

の
変
動
を
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
長
期
・
積
立
・
分
散
」
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
活
用
し
、
少
額
か
ら
の

投
資
を
行
い
た
い
方
に
適
し
て
い
る
の

が
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
で
す
。

　
通
常
、
株
式
や
投
資
信
託
な
ど
の
金

融
商
品
に
投
資
を
し
て
得
た
利
益
や
受

け
取
っ
た
配
当
に
対
し
て
約
20
%
の
税

金
が
か
か
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
」
内
で
一
定
の
金
額

内
で
投
資
す
れ
ば
、
得
た
利
益
や
配
当

に
か
か
る
税
金
が
非
課
税
に
な
る
制
度

で
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
始
め
る
に
は
、
銀
行
や

証
券
会
社
な
ど
に
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口
座
を
開

設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
国

内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以
上
な
ら
誰
で

も
開
設
が
で
き
、
口
座
は
一
人
に
つ
き

１
口
座
の
開
設
が
可
能
で
す
。
ま
た
金

融
機
関
は
年
単
位
で
変
更
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
抜
本
的
拡
充
・
恒
久
化
が
図
ら
れ
、

新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
つ
み
た
て
投
資
枠
」
と
は
「
一
定

の
投
資
信
託
に
だ
け
投
資
で
き
る
積
立

投
資
の
枠
」
の
こ
と
で
従
来
の
つ
み
た

て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
役
割
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。

　

「
成
長
投
資
枠
」
と
は
上
場
株
式

（
日
本
株
式
や
外
国
株
式
）
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ

（
上
場
投
資
信
託
）
、
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
（
上

場
不
動
産
投
信
）
や
公
募
株
式
投
資
信

託
な
ど
幅
広
い
商
品
を
購
入
で
き
る
枠

の
こ
と
で
す
。
従
来
の
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
役
割
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

●
年
間
投
資
上
限
額
の
引
き
上
げ

　
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
年
間
投
資
枠
は
、
現

行
と
比
べ
て
大
幅
に
拡
大
し
ま
し
た
。

年
間
投
資
枠
が
増
え
れ
ば
、
非
課
税
で

受
け
取
れ
る
利
益
も
増
え
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
た
め
、
効
率
の
よ
い
資
産
運

用
が
可
能
で
す
。

●
「
つ
み
た
て
投
資
枠
」
と
「
成
長
投

資
枠
」
の
併
用
が
可
能

　
成
長
投
資
枠
の
年
間
投
資
枠
と
、
つ

み
た
て
投
資
枠
と
を
あ
わ
せ
る
と
年
間

３
６
０
万
円
ま
で
新
規
投
資
が
可
能
で

す
。
投
資
の
幅
が
広
が
り
、
例
え
ば

「
つ
み
た
て
投
資
枠
で
投
資
信
託
を
積

み
立
て
な
が
ら
、
成
長
投
資
枠
で
株
式

の
個
別
銘
柄
に
投
資
を
す
る
」
と
い
っ

た
柔
軟
な
運
用
が
で
き
ま
す
。

●
非
課
税
限
度
額
が
最
大
１
８
０
０
万

円
に
拡
大

　
一
人
あ
た
り
合
計
１
８
０
０
万
円
の

生
涯
非
課
税
限
度
額
が
設
定
さ
れ
、
成

長
投
資
枠
で
は
そ
の
う
ち
最
大
１
２
０

０
万
円
ま
で
利
用
可
能
で
す
。
つ
み
た

て
投
資
枠
の
み
で
１
８
０
０
万
円
の
非

課
税
保
有
限
度
額
を
使
い
切
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

●
非
課
税
保
有
期
間
が
無
期
限
に

　
将
来
、
非
課
税
で
は
な
く
な
る
心
配

を
せ
ず
に
効
率
よ
く
長
期
投
資
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
投
資
枠
の
再
利
用
が
可
能
に

　
こ
れ
ま
で
は
商
品
を
売
却
し
た
分
の

投
資
枠
が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新

N
I
S
A
で
は
、
売
却
し
た
翌
年
に
、

売
却
し
た
分
の
投
資
枠
が
再
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
金
が
必
要
な

と
き
は
現
金
化
し
、
余
裕
が
で
き
れ
ば

再
び
投
資
を
す
る
な
ど
の
自
由
度
が
高

ま
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
わ
せ
た
計
画
を
。

安
定
的
な
資
産
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
は

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
変
更
ポ
イ
ン
ト

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
小
額
投
資
非
課
税
制
度
）

と
は
？

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の「
つ
み
た
て
投
資
枠
」

と「
成
長
投
資
枠
」

　
投
資
は
あ
く
ま
で
も
自
己
責
任
で
、

誰
か
が
責
任
を
と
っ
て
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
始
め
る
に
あ
た

り
、
し
っ
か
り
と
情
報
収
集
等
を
行

い
「
コ
ス
ト
」
「
リ
タ
ー
ン
」
「
リ

ス
ク
」
を
考
え
、
預
貯
金
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
自
身
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
あ
っ
た
商
品
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

iDeCo公式サイト
（国民年金基金連合会）

NISA特設ウェブサイト
（金融庁）

項　目
旧ＮＩＳＡ

併用不可
18歳以上

新ＮＩＳＡ

1,800万円

無期限
併用可
18歳以上

つみたてＮＩＳＡ つみたて投資枠一般ＮＩＳＡ

40万円
最大20年

積立

120万円
最大5年

スポット・積立

成長投資枠

800万円

120万円

積立

600万円
内数として1,200万円

240万円

スポット・積立

生涯非課税
限度額

年間投資上限額
非課税保有期間
制度併用
対象年齢
購入方法

対象商品 長期・積立・分散投資に適
した一定の投資信託　　　

上場株式・ETF・REIT・公
募株式投信等　　　　　　

長期・積立・分散投資に適
した一定の投資信託　　　

上場株式・投資信託等

運 用

売却益

配当・分配金

非課税

非課税

原則、
税率 20.315％の
課税

【ポイント】
●運用益・配当が非課税
　100万円の株が２倍に値上がれば、通常、利益
　の手取りは税を差し引いた80万円弱。ＮＩＳ
　Ａなら100万円の利益が丸々手元に。
●いつでも引き出しができる
　60歳まで資産が受け取れないｉＤｅＣｏと違
　い、売却・換金をする手続きをすることでいつ
　でも現金を引き出すことができます。（手数料
　がかかる場合もあります）
●少額から積み立てができる
　少額をコツコツ積み立てるので、お財布にも優
　しく始めやすい。
【注意点】
●損失が出る可能性がある
　元本保証型商品を購入することはできません。
●利益が出ないと非課税の『お得感』は無い
　利益に対して非課税なのがＮＩＳＡの特徴。利
　益がなければ非課税のメリットが無くなります。
●掛金は所得控除できない
　ｉＤｅＣｏののような掛金に対する税制上のメ
　リットはありません。

ＮＩＳＡのポイント・注意点


